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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度における世界経済は、米国において雇用・所得の改善を背景に、景気回復が緩や

かに続いたものの、中国をはじめとするアジア新興国は景気減速の影響などにより、先行き不透明

感が強まりました。また、国内では経済政策や金融政策を背景に企業収益や雇用・所得環境の改善

がみられましたが、年度後半においては株価下落や円高などにより景気は足踏み状態となりまし

た。

当グループが関連する自動車業界におきましては、グローバルな生産台数が増加基調にあったこ

と等により、売上高は521億99百万円（前年同期比1.0％増）となりました。

損益面におきましては、償却負担が増加したものの、原価低減の効果や退職給付費用の軽減等に

より、営業利益は25億49百万円（前年同期比30.9％増）、経常利益は24億42百万円（前年同期比

12.4％増）となりました。なお、親会社株主に帰属する当期純利益は16億５百万円（前年同期比

26.1％減）となりましたが、これは前連結会計年度に特別利益として投資有価証券売却益や補助金

収入を10億56百万円計上したのに対し、当連結会計年度の特別利益は補助金収入の99百万円であっ

たことによるものであります。

　なお、セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

① 自動車関連製品事業

自動車関連製品事業は、中国をはじめとするアジア新興国の景気低迷の影響を受けたものの、北

米における販売が好調であったこと、また非日系自動車メーカー向けの拡販が進んだことにより、

売上高は450億31百万円（前年同期比0.7％増）となり、セグメント利益は28億78百万円（前年同期

比38.6％増）となりました。

② 舶用・その他の製品事業

舶用・その他の製品事業は、売上高は22億43百万円（前年同期比6.0％減）となり、セグメント損

失は３億18百万円（前年同期はセグメント損失１億21百万円）となりました。

③ その他

商品等の販売事業を含むその他における売上高は、49億24百万円（前年同期比8.3％増）となった

ものの、セグメント損失は10百万円（前年同期はセグメント損失７百万円）となりました。

次期の見通しにつきましては、米国では堅調な個人消費にガソリン価格の低位安定や住宅市場の

回復もあり、底堅い推移が見込まれます。一方、中国をはじめとするアジア新興国の景気減速や為

替変動など、依然として不透明な状況が続くことが予想されます。このような状況のもと、当グル

ープは、主要製品における原価低減活動の強化や海外生産拠点の拡充等を推しすすめることによ

り、平成29年３月期の売上高は510億円、営業利益26億円、経常利益25億円、親会社に帰属する当

期純利益18億円を予想しております。なお、為替レートにつきましては、110円／ドル、120円／ユ

ーロを想定しております。
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（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末に比べ、35億16百万円減少し、637億47百万円とな

りました。これは主に、株価下落に伴う「投資有価証券」の減少23億９百万円、「退職給付に係る

資産」の減少６億88百万円、「有形固定資産」の減少５億99百万円があったこと等によるものであ

ります。

(負債)

負債におきましては、前連結会計年度末に比べ15億48百万円減少し、343億90百万円となりまし

た。これは主に、「繰延税金負債」の減少９億14百万円、「支払手形及び買掛金」の減少７億36百

万円、「未払法人税等」の減少４億99百万円に対し、「退職給付に係る負債」の増加４億72百万円

があったこと等によるものであります。

(純資産)

純資産におきましては、前連結会計年度末に比べ19億68百万円減少し、293億57百万円となりまし

た。これは主に、「その他有価証券評価差額金」の減少15億13百万円、「退職給付に係る調整累計

額」の減少10億99百万円、「為替換算調整勘定」の減少４億20百万円に対し、「利益剰余金」の増

加11億10百万円があったこと等によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況の分析

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、前連結会計年度末に

比べて３百万円増加し、41億12百万円となりました。

キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果により得られた資金は、47億38百万円の収入(前年同期比16億47百万円の減少)

となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益が25億41百万円となり、減価償却費が49億

45百万円あったこと、売上債権が６億14百万円、たな卸資産が１億84百万円増加し仕入債務が５

億66百万円減少したこと、法人税等を12億49百万円支払ったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、37億43百万円の支出(前年同期比９億41百万円の減少)

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が37億９百万円あったことによるも

のであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、８億35百万円の支出(前年同期比17億84百万円の減少)

となりました。これは主に、長期借入金を29億92百万円借入し、23億11百万円を返済したこと、

その他の支出10億13百万円があったこと等によるものであります。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率 29.1 34.8 39.6 45.7 45.2

時価ベースの自己資本比率 27.6 23.9 23.4 30.1 19.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

4.0 3.5 2.6 2.7 3.6

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

11.7 15.1 19.8 22.4 21.0

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

(注) １ いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

２ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式総数をベースに計算しております。

３ キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。

４ 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当グループは、事業の成長、経営基盤と財務体質の強化をはかるとともに、株主の皆様へは、業

績に応じた適切かつ安定的な利益配分を行うことを経営の重要政策の一つと位置づけております。

内部留保金につきましては、財務体質の強化および競争力の向上や収益拡大に不可欠な生産拠点

の整備、設備投資、研究開発に充当し、企業価値の向上に努めてまいります。

前期は１株当たり５円の普通配当に１円の80周年記念配当加えた合計６円（株式併合後考慮１株

当たり60円）の実施とさせていただきました。当期の期末配当につきましては、１株当たり60円と

する予定です。

また、次期の配当につきましては、１株当たり65円を予定させていただいております。
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２．企業集団の状況

当グループは、当社及び連結子会社14社で構成され、「自動車関連製品事業」、「舶用・その他

の製品事業」の製造・販売を主な内容とし、さらに各事業に関連する物流・サービス等に事業を展

開しております。

　

当グループの「事業の系統図」は次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当グループは以下の経営理念を定め、企業活動を推進しております。

＜経営理念＞

１．顧客第一主義の考えに立ってすべての物事を進める。

２．環境の変化に柔軟に対応し適切な利益を確保して株主をはじめ関連先に報恩する。

３．社会との調和をはかり、ワールドワイドな総合部品メーカーの地位を確保して人類の進運に

寄与する。

４．常に革新と業績の向上に努めて会社の繁栄を図り社員の生活向上を築き上げる。

（２）中長期的な会社の経営戦略

　以下を概要とする第六次中期経営計画に取り組んでおります。当グループは今後の市場構造や顧客

ニーズの変化に迅速に対応し、主要製品における海外事業の拡充や新製品の事業化を図り、企業価値の

向上に努めてまいります。

【目標値（平成30年３月期）】

　 売上高：550億円以上 営業利益率：７％以上

【基本方針】

　 100年企業への土台作り

　 ～マーケティング＆イノベーションによる企業価値向上～

【重点施策】

　（１） 製品の差別化による戦略機種の獲得

　（２） 革新的モノづくりの推進

　（３） 新製品（非自動車エンジン部品）の事業化推進

　（４） 人材育成強化による「世界最高品質の追求」

　（５） ＣＳＲ活動の強化

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

ＩＦＲＳ適用の具体的な時期は未定ですが、将来の適用に備え、現段階で準備・検討できる項目

について対応を行い、併せて、ＩＦＲＳ関連情報の収集と研究活動を継続してまいります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,109 4,112

受取手形及び売掛金 9,215 9,263

商品及び製品 5,166 5,080

仕掛品 1,997 1,901

原材料及び貯蔵品 1,707 1,735

繰延税金資産 632 430

その他 1,198 1,683

貸倒引当金 △32 △22

流動資産合計 23,994 24,184

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,214 9,400

機械装置及び運搬具（純額） 15,280 14,039

土地 5,138 5,252

建設仮勘定 764 1,099

その他（純額） 941 948

有形固定資産合計 31,340 30,740

無形固定資産合計 873 734

投資その他の資産

投資有価証券 9,361 7,051

長期貸付金 4 1

退職給付に係る資産 1,244 556

繰延税金資産 166 211

その他 397 312

貸倒引当金 △118 △45

投資その他の資産合計 11,055 8,087

固定資産合計 43,269 39,563

資産合計 67,264 63,747
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,730 2,994

電子記録債務 3,818 3,725

短期借入金 5,030 4,818

1年内返済予定の長期借入金 2,311 5,668

リース債務 1,038 609

未払法人税等 671 171

設備関係支払手形 446 370

営業外電子記録債務 982 1,379

その他 3,747 4,092

流動負債合計 21,776 23,829

固定負債

長期借入金 8,431 5,729

リース債務 891 379

繰延税金負債 1,409 494

退職給付に係る負債 3,334 3,806

その他 96 150

固定負債合計 14,161 10,560

負債合計 35,938 34,390

純資産の部

株主資本

資本金 9,839 9,839

資本剰余金 5,875 5,875

利益剰余金 8,751 9,862

自己株式 △343 △339

株主資本合計 24,123 25,238

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,458 2,945

繰延ヘッジ損益 △18 △12

為替換算調整勘定 1,855 1,435

退職給付に係る調整累計額 333 △765

その他の包括利益累計額合計 6,629 3,602

新株予約権 39 50

非支配株主持分 534 467

純資産合計 31,325 29,357

負債純資産合計 67,264 63,747
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 51,657 52,199

売上原価 40,792 40,814

売上総利益 10,864 11,385

販売費及び一般管理費

販売費 3,055 3,116

一般管理費 5,862 5,719

販売費及び一般管理費合計 8,918 8,836

営業利益 1,946 2,549

営業外収益

受取利息 5 8

受取配当金 204 219

為替差益 141 －

その他 337 214

営業外収益合計 688 442

営業外費用

支払利息 284 225

為替差損 － 124

その他 177 199

営業外費用合計 462 549

経常利益 2,172 2,442

特別利益

投資有価証券売却益 335 －

補助金収入 720 99

特別利益合計 1,056 99

税金等調整前当期純利益 3,229 2,541

法人税、住民税及び事業税 1,219 596

法人税等調整額 △152 370

法人税等合計 1,066 967

当期純利益 2,162 1,574

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △10 △31

親会社株主に帰属する当期純利益 2,173 1,605
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 2,162 1,574

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,228 △1,513

繰延ヘッジ損益 5 6

為替換算調整勘定 1,701 △445

退職給付に係る調整額 736 △1,099

その他の包括利益合計 3,671 △3,051

包括利益 5,834 △1,477

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,794 △1,421

非支配株主に係る包括利益 39 △55
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 9,839 5,875 6,193 △342 21,566

会計方針の変更によ

る累積的影響額
795 795

会計方針の変更を反映

した当期首残高
9,839 5,875 6,988 △342 22,361

当期変動額

剰余金の配当 △410 △410

新株予約権の行使 －

親会社株主に帰属す

る当期純利益
2,173 2,173

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 1,762 △0 1,761

当期末残高 9,839 5,875 8,751 △343 24,123

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 3,230 △24 204 △402 3,007 21 515 25,111

会計方針の変更によ

る累積的影響額
795

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,230 △24 204 △402 3,007 21 515 25,906

当期変動額

剰余金の配当 △410

新株予約権の行使 －

親会社株主に帰属す

る当期純利益
2,173

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

1,228 5 1,651 736 3,621 17 18 3,657

当期変動額合計 1,228 5 1,651 736 3,621 17 18 5,419

当期末残高 4,458 △18 1,855 333 6,629 39 534 31,325
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　当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 9,839 5,875 8,751 △343 24,123

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
9,839 5,875 8,751 △343 24,123

当期変動額

剰余金の配当 △493 △493

新株予約権の行使 △1 5 4

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,605 1,605

自己株式の取得 △1 △1

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 1,110 4 1,115

当期末残高 9,839 5,875 9,862 △339 25,238

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 4,458 △18 1,855 333 6,629 39 534 31,325

会計方針の変更によ

る累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,458 △18 1,855 333 6,629 39 534 31,325

当期変動額

剰余金の配当 △493

新株予約権の行使 4

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,605

自己株式の取得 △1

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△1,513 6 △420 △1,099 △3,027 10 △66 △3,083

当期変動額合計 △1,513 6 △420 △1,099 △3,027 10 △66 △1,968

当期末残高 2,945 △12 1,435 △765 3,602 50 467 29,357
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,229 2,541

減価償却費 4,579 4,945

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △81

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 378 △24

受取利息及び受取配当金 △210 △228

支払利息 284 225

為替差損益（△は益） △141 124

補助金収入 △720 △99

売上債権の増減額（△は増加） 182 △614

たな卸資産の増減額（△は増加） △270 △184

仕入債務の増減額（△は減少） 48 △566

その他 △523 △118

小計 6,833 5,919

利息及び配当金の受取額 206 232

利息の支払額 △294 △263

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,079 △1,249

補助金の受取額 720 99

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,385 4,738

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,876 △3,709

無形固定資産の取得による支出 △25 △66

有形固定資産の売却による収入 64 23

投資有価証券の売却による収入 412 －

事業譲受による支出 △264 －

その他 3 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,684 △3,743

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30 －

長期借入れによる収入 2,295 2,992

長期借入金の返済による支出 △4,052 △2,311

配当金の支払額 △409 △491

非支配株主への配当金の支払額 △5 △10

その他 △480 △1,013

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,620 △835

現金及び現金同等物に係る換算差額 328 △155

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △591 3

現金及び現金同等物の期首残高 4,700 4,109

現金及び現金同等物の期末残高 4,109 4,112

決算短信（宝印刷） 2016年05月12日 19時44分 13ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



日本ピストンリング株式会社(6461) 平成28年３月期 決算短信

― 14 ―

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当連結会計年度から適用し、支配

が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとと

もに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。ま

た、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示

の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財

務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当

連結会計年度の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響額はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、当社取締役会及び経営戦略会議が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期

的に検討を行う対象となっているものであります。

当グループは、産業別に包括的な戦略を企画立案し事業活動を展開しております。

従って、当グループは産業別を基礎としたセグメントから構成される「自動車関連製品事業」及

び「舶用・その他の製品事業」の２つを報告セグメントとしております。

「自動車関連製品事業」は、自動車のエンジン部品等の製造販売を行っており、「舶用・その他

の製品事業」は、舶用のエンジン部品及び空調家電用機器部品他の製造販売を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表において採用している会計処

理の方法と概ね同一であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）
（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

連結財務諸表
計上額
(注３)

自動車関連
製品事業

舶用・その他
の製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 44,724 2,385 47,110 4,547 51,657 － 51,657

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 44,724 2,385 47,110 4,547 51,657 － 51,657

セグメント利益 2,076 △121 1,954 △7 1,946 － 1,946

セグメント資産 58,949 2,194 61,143 3,574 64,717 2,546 67,264

その他の項目

減価償却費 4,346 162 4,509 69 4,579 － 4,579

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

4,586 328 4,915 50 4,965 － 4,965

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおりま

す。

　 ２ 調整額は下記のとおりであります。

　 セグメント資産の調整額2,546百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産2,546百万円が含

まれております。全社資産は主に報告セグメントに帰属しない当社の余資運用資金(現預金)、長期投資資金

(投資有価証券)であります。

　 ３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）
（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

連結財務諸表
計上額
(注３)

自動車関連
製品事業

舶用・その他
の製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 45,031 2,243 47,275 4,924 52,199 － 52,199

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 45,031 2,243 47,275 4,924 52,199 － 52,199

セグメント利益又は
損失（△）

2,878 △318 2,560 △10 2,549 － 2,549

セグメント資産 56,418 2,691 59,110 2,769 61,879 1,868 63,747

その他の項目

減価償却費 4,646 227 4,874 71 4,945 － 4,945

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

4,025 501 4,526 27 4,554 － 4,554

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおりま

す。

　 ２ 調整額は下記のとおりであります。

　 セグメント資産の調整額1,868百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産1,868百万円が含

まれております。全社資産は主に報告セグメントに帰属しない当社の余資運用資金(現預金)、長期投資資金

(投資有価証券)であります。

　 ３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

１ 製品及びサービスごとの情報

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(１) 売上高
（単位：百万円）

日本 アジア ヨーロッパ 北米 その他の地域 合計

24,982 10,848 6,622 3,814 5,389 51,657

(注)１ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 ①アジア・・・・・タイ、インドネシア、シンガポール、中国他

　 ②ヨーロッパ・・・ドイツ他

　 ③北米・・・・・・アメリカ他

　 ④その他の地域・・南アフリカ、ヨルダン、メキシコ他

　

(２) 有形固定資産
（単位：百万円）

日本 アジア ヨーロッパ 北米 合計

18,769 7,369 89 5,112 31,340

(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 ①アジア・・・・・タイ、インドネシア、中国他

　 ②ヨーロッパ・・・ドイツ

　 ③北米・・・・・・アメリカ

　

３ 主要な顧客ごとの情報

　 外部顧客への売上のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

しておりません。
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

１ 製品及びサービスごとの情報

　 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(１) 売上高
（単位：百万円）

日本 アジア ヨーロッパ 北米 その他の地域 合計

23,260 11,933 7,223 4,995 4,786 52,199

(注)１ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 ①アジア・・・・・タイ、インドネシア、シンガポール、中国他

　 ②ヨーロッパ・・・ドイツ他

　 ③北米・・・・・・アメリカ他

　 ④その他の地域・・南アフリカ、ヨルダン、メキシコ他

　

(２) 有形固定資産
（単位：百万円）

日本 アジア ヨーロッパ 北米 合計

19,216 6,822 94 4,607 30,740

(注)１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

　 ①アジア・・・・・タイ、インドネシア、中国他

　 ②ヨーロッパ・・・ドイツ

　 ③北米・・・・・・アメリカ

　

３ 主要な顧客ごとの情報

　 外部顧客への売上のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載

しておりません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）
（単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務諸表
計上額自動車関連

製品事業
舶用・その他
の製品事業

計

当期償却額 22 7 30 － 30 － 30

当期末残高 86 36 123 － 123 － 123

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおります。

　

当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）
（単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務諸表
計上額自動車関連

製品事業
舶用・その他
の製品事業

計

当期償却額 23 8 32 － 32 － 32

当期末残高 62 27 90 － 90 － 90

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 3,741円90銭 3,508円57銭

１株当たり当期純利益金額 264円45銭 195円28銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 263円78銭 194円58銭

(注) 算定上の基礎

　 １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益
　

項目
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 2,173 1,605

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

2,173 1,605

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,218 8,219

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

普通株式増加数(千株) 20 29

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の
概要

－

　（注）平成27年10月1日を効力発生日として普通株式10株を1株に併合する株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して1株当たり純資産額、1株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後1株

当たり当期純利益金額を算定しております。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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